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研究成果の概要：会議などの話し言葉を対象とした音声認識では，認識用のモデルの構築に必

要な話し言葉データの大規模収集が難しい．そこで，話し言葉の特徴を統計的にモデル化して，

これに基づき言語モデルや発音モデルを話し言葉スタイルに変換する手法を検討した．本手法

では話し言葉スタイルと正書体的なスタイルの表現・発音の比較を行い，確率的変換モデルを

構築する．実際の音声における評価で，このモデルは言語予測性能や音声認識の精度を有意に

改善することができた． 
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2006 年度 1,100,000 0 1,100,000 
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2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 
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  年度  

総 計 3,500,000 300,000 3,800,000 

 
 
研究分野：音声情報処理 
科研費の分科・細目：情報学 知覚情報処理・知能ロボティクス 
キーワード：音声認識，話し言葉，言語モデル，発音モデル，スタイル変換 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年の音声認識の主要な研究対象として，
講義・講演・会議・討論などの分野（ドメイ
ン）における人間同士の音声コミュニケーシ
ョン，いわゆる「話し言葉」音声がある．話
し言葉音声認識は，書き起こしや字幕の自動
作成にとどまらず，シーンの分割・分類や索
引付け，要約作成といった高度な知的処理を
実現するための基盤ともなるものである．こ
れらの研究をいっそう活性化するためにも，

さまざまなドメインの話し言葉音声認識の
実現が期待されており，研究代表者も以前か
ら会議や討論の音声認識に取り組んでいる． 
 
話し言葉音声には，書き言葉と比べて多様
な言語表現や非標準的な発音などの特有の
特徴がみられる．したがって音声認識を実現
するためには，ドメインに依存する話題など
の特徴とともに，このような話し言葉の特徴
もモデル化する必要がある．一般的な手法で
は，両特徴を区別せずに，認識対象とドメイ
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ンが一致した話し言葉データを用いてモデ
ル化を行う．しかし話し言葉データの収集は
容易ではなく，話し言葉音声認識の研究は大
規模なデータを整備できた特定のドメイン
に実質的に限定されてきた．音声認識の対象
を広げるために，既存のドメインの異なる話
し言葉データからでも話し言葉の特徴のモ
デル化が可能な，新たな方法論が求められて
いる． 
 
２．研究の目的 
 

このような背景を踏まえ，本研究ではドメ
イン依存の特徴のモデル化と話し言葉の特
徴のモデル化を分離し，ドメインに依存しな
い話し言葉のモデル化の可能性を追究する．
具体的には以下の 3つの課題について研究を
実施する． 

 
(1) 言語表現と発音を対象とした，標準的

（正書体的）な場合と話し言葉の場合の
特徴の比較・分析 
 

(2) 音声認識における変換モデルの確立と，
(1)に基づく実際のモデルの構築 

 
(3) (2)のモデルの，さまざまなドメインに

おける音声認識での有効性の検証 
 
３．研究の方法 
 
(1) ドメインごとの話し言葉特徴のモデル化 

 講演や討論などのいくつかのドメイン
において，それぞれ話し言葉の言語表現
および発音の統計的分析を行う．また，
音声認識に組み込み可能な話し言葉変換
モデルの枠組みについて，理論上および
実装上の面から検討する．発音の変換に
ついては研究代表者のこれまでの研究で
部分的に扱われているが，本研究ではよ
り精緻なモデルの実現を目指す． 

 
(2) 話し言葉モデルを用いた音声認識 

 (1)による話し言葉モデルについて，他
のドメインへの適用に先だって，同一ド
メインでの有効性を検証する．モデルの
構築に用いたデータと同一のドメインの
開発データを用意し，これに対する音声
認識の性能評価と結果の分析を(1)にフ
ィードバックし，モデルの枠組みの改良
や洗練に役立てる． 

 
(3) 異なるドメインへの話し言葉モデルの適

用と分析 
 話し言葉モデルを，構築に用いたデー
タのものとは異なるドメインの音声認識
に適用する．これにより，異なるドメイ

ンに適用する場合のモデルの有効性と問
題点を明らかにする．  

 
４．研究成果 
 
(1) ドメインごとの話し言葉特徴のモデル化 
 国会会議や学会講演のドメインにおいて，
話し言葉とその整形テキストを対応付けた
データベースをもとに統計的分析を行い，話
し言葉に特徴的な表現とその発生条件（文
脈）・頻度などを分析した． 
 
表 1 は，総単語数 737K の国会データにお

ける，話し言葉に特徴的な表現とその頻度で
ある．また，日本語話し言葉コーパス（CSJ）
の学会講演（総単語数 496K）における同様の
分析結果を表 2に示す．多くのパターンは共
通するものの，一方のみに特に多く見られる
パターンや，頻度の傾向が異なるなどの違い
も見られる．整形の基準が異なることもある
が，この結果は発話スタイルの違いを示唆す
るものともいえる． 
 

このような統計的分析に基づいて音声認識
用言語モデルを変換する話し言葉変換モデ
ルについて，バックオフ的手法や補間手法，
最大エントロピー法といった複数の統計的
枠組みの検討を行った．国会音声における，
言語モデルの予測能力の指標であるパープ
レキシティによる評価ではバックオフ的手
法が最も高い性能を示し（図 1），これに基づ
いて本研究ではバックオフ的手法を枠組み
として採用した． 
 
表 1:話し言葉に特徴的な表現と発生頻度 

（国会会議における分析） 

 
表 2:話し言葉に特徴的な表現と発生頻度 

（学会講演における分析） 



 

 

 
図 1:モデル化手法の比較 

 
 
(2) 話し言葉変換モデルを用いた音声認識 
 (1)による話し言葉変換モデルについて，
音声認識に対する有効性を検証した．さまざ
まな会議（すなわち話題）を含む国会音声の
認識における，コーパス混合に基づく従来法
（2 種類）と提案法による言語モデルのパー
プレキシティおよび単語誤り率（WER）を図 2
と図 3にそれぞれ示す． 
 

 
図 2:各言語モデルによる会議ごとの 

パープレキシティ 
 

 
図 3: 各言語モデルによる会議ごとの 

単語誤り率 
 

 
図 4:発音モデル変換の効果 

 
これらの図より，提案法（Proposed）は従

来法（CSJ/Transcript）に対して有意に性能
を改善していることがわかる．また，従来の
言語モデル構築法では少量データでは十分
に対処することができない，話題の異なる
（国会会議）音声においても言語的予測能力
が大きく改善された．以上より提案法の有効
性が示されたといえる． 
 
(3) 発音の変換モデルを用いた音声認識 
 発音モデルの変換についても同様に評価
を行った．発音モデルの変換モデルは CSJ の
学会講演を用いて学習しており，国会音声と
は異なるドメインである．変換前の標準的な
発音（Baseform）と変換による話し言葉の発
音（Surface form）のそれぞれによる単語誤
り率を図 4に示す．発音モデルの変換により
性能が有意に改善され，異なるドメインであ
っても有効に機能することが実証された． 
 
(4) 今後の展望 
 
本研究の期間中における継続的な改良と，

異なるデータによる評価を通じて，提案法が
話し言葉音声認識において安定的に機能す
ることを実証した．研究代表者らは，本研究
の成果に基づき国会（衆議院）会議録の作成
のための音声認識システムを構築するなど，
本研究の実用化に取り組んでいるところで
ある． 
今後は，本研究の話し言葉モデリングと関

連が深いと考えられる，話し言葉の自動整形
などへの活用が期待される． 
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